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近代サッカーは1863年イングランド (FA創設)で始まり、数多くの変遷を経て現在世界で最

も親しまれるスポーツ競技となっている。サッカーの母国イングランドは国際的には1904年国

際サッカ一連盟 (FIFA)創設には参加せず、翌年1905年に加盟した。その後フランスはじめ欧

州大陸諸国および南米諸国を中心に世界選手権大会 (W杯)開催をめぐり 1928年FIFA脱退。第

2次世界大戦後の1946年にFIFAに復帰した。この間の世界各国との交流断絶により 1950年W杯

ブラジル大会でUSAに0-1と敗退。さらに1953、54年とハンガリーに敗れるという結果を

残し衰退の様相を示した。しかし、 FA創設100周年記念の1966年W杯イングランド大会で地元

イングランドが初優勝し、サッカーの母国イングランドの面白を保った。 1970年代後半から

1980年代前半まで連続してイングランドのクラブチームが欧州チャンピオンズカップを獲得

したが、フットボール・フーリガンの暴動により 1990年まで欧州の各大会に参加できない時代

が続き、ょうやく 1999年マンチェスター・ユナイテッドが欧州チャンピオンズカップを獲得し

た。一方、国内的には早くも1885年プロ選手制度公認、 1888年プロリーグ発足、 1950年にはフッ

トボールリーグ加盟クラブ数はおから92に拡大、 1958年にイングランドリーグ4部制、 1970、

80年代には競技場の大火事や先述のフットボール・フーリガンの暴動などが起こり多数の死者

を出した。この対策として、競技場の改修、観客へのサービスを徹底し1992年に新たに22クラブ

(1995/96年より 20クラブ)によりプレミアリーグ発足、その下のフットボールリーグは l部

から 3部まで各24チームずつあり、合計92チームのプロチームがある。さらに選手の移籍では

1995年ボスマン判決、 2000年EU合意を経て、世界のトップレベルの選手が集中して競い合う

最も盛んなプロリーグとなっている。イングランドのサッカースタイルはロングボールを多用

したスピーデイーでシンプルな展開、ゴール前に上がったボールに勇猛果敢にぶつかりあうと

いう激しい競り合いを恐れず次々と攻撃し続けるサッカーと言われている凶)。

フェアープレーを推進叫12)する国際サッカ一連盟 (FIFA)では、①競技者の安全を守り、ス

キルフルなプレーを保証する、②得点の機会を増やす、③実質的インプレ一時間を長くする、 13)な
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どを意図してルール改正および覚え書き等を逐次世界各加盟の国および地域協会に通達して

いるが、その中でも試合時間の消耗・浪費 14)いわゆる時聞かせぎ 10)15-21)を防ぐべく指導して

いることは周知の通りである。悪質なファールの追放とロスタイムの発生を避けることは当然

のこととし、試合時間90分の中でより密度の高いプレーを展開するために、実質の試合時間、

インプレ一時間をより多く確保せねばならないことは言うまでもない。この試合時間の浪費防

止の改善策として、 FIFAでは1995年 6月の第 2回女子W杯世界選手権スウェーデン大会で、マル

チボール方式22.23)を試行し、その後の国際大会でも見受けられ、 1996年には実際のプレーイン

グタイムの増加を促進するための指示 24)、さらに1997年の競技規則改正ではプレーの再開を遅

らせることは警告となる違反 25、拘として改善をはかり、さらに1998年第16回W杯フランス大会

からレフェリングでは無用なトラブルを防ぐためにロスタイムの表示仰を導入している。

このように試合時間のうちインプレー時聞がいかに確保されているのか、そのためのアウト

オブプレーの出現とその処理などに関する先進の研究は、女子サッカーでは大学女子 28)、国際

女子29-33)、男子サッカーでは全国高校34剖)、天皇杯初、 Jリーグ湖、アジア大会33)、W杯アジ

ア地区最終予選湖、 W杯40-43)、スペインリーグ44)およびイタリアセリエA45)などの報告があ

る。今回は従来の報告を踏まえ、競技規則改正の影響などこれら基礎的な資料を1999/2000年

イングランド・プレミアサッカーリーグ (FAPremiership， 00 E N Gと略)から得ょうとした

のでその一部を報告する。

E 方法

1)対象試合;1999/2000年イングランド・プレミアサッカーリーグ (OOEN G) 15例とした

(表 1)。これらはいずれも衛星放送で2000年 1----5月に放映されたものである。

2)データ収集;①試合をVTR録画し、再生した画面にフレームカウンタ FC -60Sを同調

させ、時間に換算してインプレー及びアウトオブプレーの出現要因(種類)及び時間を計測した。

なお、収録されたVTRのうち l試合を90分間として統一するために延長及びロスタイムを除

いた 46)。

②インプレーおよびアウトオブプレーの区分は、 Internationa 1 Football Assoc i at ion Board 

(国際サッカー評議会)制定の fLAWSOF THE GAME (サッカー競技規則)Jの1999/2000年版

の第 9条インプレーおよびアウトオブプレー、第 8条プレーの開始および再開、第 5条主審、

第6条副審、および第 7条試合時間などに従った。

③アウトオブプレーの出現要因の種類は、前述の各条項に加え、第10条得点の方法、第11条

オフサイド、第12条反則と不正行為、第13条フリーキック、第14条ペナルテイキック、第15条

スローイン、第16条ゴールキック、および第17条コーナーキックなどに従い、要因1.スロー

イン (TH)、要因 ll. フリーキック (FK)、要因 ill. ゴールキック (GK)、要因N.コー

ナーキック (CK)などとし、さらに要因V.その他 (OTH)としてV-l.ゴールイン (G

1 )、 V-2. インジュリータイム(1 N J )、 V-3.警告 (C)、V-4.退場 (S0)、V一
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5.選手交替 (SU B)、v-6.その他 (0t h)の6種類を一括した。

④さらに、要因 II. F Kではゴール前で得点をねらうショート場面とその他に区分し、要因

III. G Kではピッチのゴールからゴールまでを 4等分し、自陣ゴールから 1/4までの距離の

GKをショート GKとし、これを越えたGKをロングGKとした。

3)分析項目;インプレー及びアウトオププレ一時間とその比率。アウトオブプレーの要因別

出現回数及び所要時間とその比率。アウトオププレーの時間区分別生起率などとした。

E 結果

1 インプレーとアウトオブプレ一時間の比率

ロスタイムを除いた試合時間の前半45分、後半45分、全90分のインプレーとアウトオブプ

レーの 1試合当り平均時間について表 1よりみると、 OOENGではインプレ一時間は52分12秒

の58.0%であり、アウトオブプレー時間は37分48秒の42.0%であった。これを前・後半別にみ

ると、インプレ一時間では36秒と前半に対して後半の増大であった。

インプレーの 1回当りの持続時間は25.3秒 (SD:25.0，n:1858) であり、後半の26.5秒

(SD:26.3， n:897) は前半の24.2秒 (SD:23.3，n:961) に対して2.3秒と長く有意 (pく0.05)

に大であった。これを少しく詳細にみると、インプレーの時間区分別生起率では最も多い30秒

未満は70.0% の 2/3 強であり、次いで30~60秒は21. 0%であった。逆に最も少ない60秒以上で

は 9.0%であった。前・後半別では、最も多い30秒未満の前半72.1%は後半の67.8%に対して

有意 (pく0.05) に大であった。他の 2区分ではほとんど同じであった。一方、アウトオブプ

レーの l回当りの所要時間は17.1秒 (SD:10.9，n:1995)であった。

Table 1. Percentage町ldTime of In-Play and伽t-of-P1ayp町 Matchin 00町G

In由 Play 臥lt-of-Play Lost 
Time 

Time Continuous 
Time Time Time 
of each of田 ch mln: 

mln:sec % sec n mln:sec % sec n sec 

1st 25:48 57.3 24.2 64.1 19:12 42.7 17.1 67.3 02:47 
2nd 26:24 58.7 26.5 59.8 18:36 41.3 17.0 65. 7 025 :47 

90min. 珊101e 52:12 58.0 25.3 123.9 37:48 42.0 17.1 133.0 05:34 

notes )百leses掴tp1凶 Wぽ echosen at random 15胆 肥sin 1999/2000 England FA 
Premi位、油ipLeague (OOENG). 

2 アウトオブプレーの要因別回数および時間の生起率

1試合当りのアウトオププレーの要因別出現回数について表2および図 1よりみると、 OOE

NGでは最も多いのはTHの54.7回の41.2%であり、次いでFKの34.0回の25.6%の順であ

り、最も少ないのはCKの11.7聞の8.8%であった。前・後半別では、前.f:麦半ともにTH(前
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半;29.5国の43.9%、後半;25.2回の38.4%)が最も多く、次いでFK(前半;17.0回の25.2%、

後半;17.0回の25.9%)であった。最も少ないのは、前半ではOTHの5.1回の7.6%であり、

後半では CKの6.3回の9.5%であった。 THは前半の43.9%に対して後半の38.4%と有意

(P <0.05) に減少し、逆にOTHは前半の5.1回の7.6%に対して後半の8.3回の12.7%と2

倍弱であり顕著に有意 (Pく0.001) に増大してそれぞれ特徴的であった。このOTHのv-

1......V-6の区分では、 SU B (前半;0.3回の0.4%く後半;3.0回の4.6%、Pく0.001) は

後半に有意に増大して特徴的であった。大会内での要因別間の有意差では、 CKとOTHとの

聞には有意差はみられなかったが、他のいずれの要因別間にも顕著に有意差 (P<0. 001)が

みられた。

T油le2. ocαlITed Number and Tir肥 at回 chFactor of Out-of-Play p町Matchin 00副G

I E E W V v OTII 

Factor 百f FK GK CK 0加 VG-l I V-IN2J Vc-3Vm-4VR-5BVOU-6 1 Total 

lS T n % 
2452166930--958 25175 02 422114051・凹21 85.5 575...629 15 96007..3 0 2 01 1:4.8 172612L・.14155012:3..412708 0.0411008.03460011.9 3 3 Time H叙事lIred min: sec :131:5.91 1 1:l 

21..212187..41..462101..3732143: lo1o7-.0 1 % 363563..9222.6600..30201..85115..2 3 Time per Action s配

2N D n % 

K2232958.1.49240421211556・4•. H9098821318172・1.1.95572216922-U....7635422188218..3758011l6o8015o07・3•• -O 0 0 7 6 
120..764111.1024123:4...8 2 7620.03864018 2 6 

Time R句 uir剖 furl:sec% 15:04・4.162700:0..0000146 ・.10・1

Time per Action s配 35.04400.24.66201.4 2 

WH O L E n % 

49541.72132045.060071194.356142118112・78052613110830:61231llB37o1 30g・4.-80 0 0 224..922422519:0.95323.44100・8.141214323:2.4350 5 1 17 Tir肥 R珂uired min: sec :11 10:00 7:25 4:20 6:5 1:1:100:2.9  3 
% 2140..312167..752193..4....61 7.1 345..57..47233..25600..20171..3 6 Time per Action s配

l試合当りの要因別所要時間では、 OOENGの最も長いのはFKの10分00秒の26.5%であ

り、次いでTHの9分11秒の24.3%であった。最も短いのはCKの4分20秒の11.5%であった。

前・後半別でも同じ傾向がみられ、前・後半ともに最も長いのはFK(前半;5分13秒の27.1%、

後半;4分48秒の25.8%)であり、次いでTH(前半; 5分00秒の26.1%、後半;4分10秒の

22.4%)であった。最も短いのは前・後半ともにCK (前半; 1分59秒の10.3%、後半;2分

22秒の12.7%)であった。

要因別の I回当りの所要時間では、最も長いのはOTHの30.6秒であり、次いでGKの23.4

秒であり、さらにCKの22.2秒およびFKの17.7秒の順であった。最も短いのはTHの10.1秒

であった。これら 5要因の順位は前・後半ともに同じ傾向であった。要因v.OTHのなかの

V -1 ~ V-6の区分では、最も長いのは SOの60.0秒であり、次いで INJの49.7秒であった。

最も短いのはOthの17.6秒であった。なお、 GK (前半;24.4秒>後半;22.2秒、 Pく0.01)

およびOTH(前半;33.5秒>後半;28.8秒、 Pく0.05) などはいずれも後半に有意に短縮し

て特徴的であった。大会内での要因別間の有意差ではGK > C K (P < O. 05)であり、さらに

他の要因別間にはいずれも顕著に有意差 (Pく0.001)がみられた。
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アウトオブプレーの時間区分別生起率

アウトオブプレーの l回当りの所要時間の時間区分別出現回数の比率を図 3よりみると、 00

ENGの最も多いのは10"-20秒の35.3%であり、次いで10秒未満の27.4%、および20----30秒の

27.3%であった。最も少ないのは30秒以上の9.9%であった。なお、前・後半でもこれらと同

じ傾向であった。大会内での時間区分別間の有意差では、 10秒未満の27.4% と 20~30秒の

27.3%との聞には有意差はみられなかったが、他の時間区分別間ではいずれも顕著に有意差

(pく0.001)がみられた。
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時間区分別の要因別生起率では、 10秒未満は THの48.8%が最も多く、次いでFKの24.9%

であった。 10----20秒でも同じく THの47.7%が最も多く、次いでFKの33.7%であった。 20----

30秒では GKの64.7%が最も多く、次いでCKの52.3%であった。 30秒以上では OTHの

40.6%が最も多く、次いでGKの13.6%であった。

% 

40 

。

. Whole n:1995 

図 1st n:101O 

図 2nd n: 985 

0~ 1O 1O ~20 20~30 30~ sec. 

Fig.3 Percentage of Division of Time at Out-of-Play 

IV 考察

ロスタイムを除いたインプレーとアウトオブプレ一時間の比率では、 1986年メキシコ、 1990

年イタリアなどのW杯準決・三決・決勝41)、および1994年USA、1998年フランス (98WC)

などのW杯決勝トーナメント全試合42)の57----61%対39----43%、さらに日本代表チーム出場試合

の1997年W杯アジア地区最終予選期および1998年W杯フランスの予選リーグH組 43)などの

60%対40%、各国リーグである1995年Jリーグ、および1996年Jリーグ 38)( Jリーグ)の59%

対41%、1996/97年およびf1997/98年のスペインリーグ44)(E S P) さらに1998/99年イタリ

アセリエA (1 T A) 45)などの57%対43%の報告がある。これらからも今回の1999/2000年イ

ングランド・プレミアリーグ (OOEN G)の58%対42%は、先述の各大会などとほぼ類同して

いると言えよう。

インプレーの l回当りの持続時間では、 OOENGの25.3秒は Jリーグの25.9秒、 ESPの

26. 7秒および ITAの25.4秒などと類同していたが、しかし98WCの29.6秒に対しては約 4秒

短く顕著に有意 (Pく0.001) に小であった。なお、後半の26.5秒は前半の24.2秒に対して約

2秒長く有意 (Pく0.05) に大であり、他の Jリーグ、 ESPおよび ITAなどの前半対後半

のほぼ同じである様相とは異なり特徴的であろう。

一方、アウトオブプレーの 1回当りの所要時間では、 OOENGの17.1秒は Jリーグの16.1秒

に対して 1秒長く有意 (Pく0.05) に大であり、逆に ESPの18.6秒に対して1.3秒短く明ら

かに有意 (Pく0.01)に小であり特徴的と言えよう。なお、 ITAの17.3秒とは類同していた。

図4より、インプレーの l回当りの持続時間を少しく詳細に時間区分別生起率でみると、最

も多い30秒未満ではOOENGの70.0%は約2/3強であり、次いで30----60秒では21.0%であり、逆
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に最も少ない60秒以上は9.0%であった。これら 3区分は他のJリーグ、 ESPおよびITAな

どと類同して注目されよう。

以上のことより、今回のOOENGではインプレーの 1回当りの持続時間は各国リーグと同じ

であり、アウトオブプレーの l回当りの所要時間はJリーグよりも長く、 ESPよりも短いも

のと考えられよう。

96J 
n: 1264 

97・98ESP
n:2296 

99 ITA 
n: 1832 

00 ENG 
n: 1858 

0.......30 sec. 

。 50 

30.......60 60 ....... 
ーー'TT7完

9.5 

10.2 

9. 1 

9.0 

100% 

Fig.4 Percentage of Division of Time per Action of In-Play 

アウトオププレーの要因別出現回数では、 OOENGは比率の多い順に 1位THの41%、2位

FKの26%、3位GKの14%であった口この順位は Jリーグの 1位THの39%、2位FKの

31%、3位GKの14%の様相と類同し、 ESPおよび ITAなどの 1位FKの35.......39%、2位

THの28.......29%、3位GKの14.......15%の様相とは異なり特徴的と言えよう。

l位のTHでは、 OOENGの41% (1試合当り55回)は Jリーグの39%(51回)とは類同し

たが、 ESPの29%(36回)および ITAの28%(38回)などに対しては顕著に有意 (Pく0.001)

に大であった。 2位のFKでは、 OOENGの26%(34回)は Jリーグの31% (41回)、 ESP

の35%(44回)および ITAの39%(52回)などに対して顕著に有意 (Pく0.001)に小であ

り注目されよう。 3位のGKでは、 OOENGの14%(19回)は Jリーグ、 ESPおよび ITA

などの14.......15%(19回)と類同した

前・後半別では、要因Vのなかの SUBは前半0.4%(0.3回)に対して後半は4.6%(3.0回)

と顕著に有意 (Pく0.001)に大であった。これは他のリーグでも同じ傾向であった。

以上のことより、 OOENGではTH、FK、GKなどの出現回数の比率は Jリーグとやや同

じ様相であり、 ESPおよび ITAなどとは様相が異なるものと考えられよう。

1試合当りの要因別所要時間では、 OOENGは所要時間の長い順に 1位FKの10分00秒、 2位

THの9分11秒、 3位GKの7分25秒であり、これは Jリーグと類同したが、 ESPおよび

ITAなどの 1位FK、2位OTH、3位GKの様相とは異なっていた。

要因別 l回当りの所要時間の順位では、 OOENGは所要時間の長い順に l位OTHの30.6秒、

2位GKの23.4秒、 3位CKの22.2秒、 4位FKの17.7秒、 5位THの10.1秒であった。これ

らの順位は従来の報告 38、42-45)の 1位OTH、2位CK、3位CKとは異なり 2位と 3位が逆転

してt主目されよう。
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要因別 l回当りの所要時間では、 THのOOEN G 10.1秒は Jリーグの8.9秒および ITAの

8. 7秒などに対して1.2---1.4秒と長くいずれも顕著に有意 (Pく0.001)に大であった。このこ

とは、競技場は全てサッカー専用仕様のため、ピッチ外に出たボールは観客席とフィールドを

区切るコンクリート製壁や金網に遠くはね返り、このボールを選手が拾い、 THの行われる場

所まで運ぶ様が多く見受けられ所要時間を長くしたものと考えられよう。

次いでGKでもOOENGの23.4秒は Jリーグの20.1秒、 ESPの20.8秒およびITAの19.1 

秒などに対して約 2---4秒と長くいずれも顕著に有意 (P<0.001)に大であった。表3より

この GKを少しく詳細にみると、 l試合当りの出現回数とその比率ではOOENGのショート G

Kは7.7%(1.5回)であり、逆にロングGKは92.3%(17.6回)と顕著に有意 (P< 0.001) 

に大であった。このOOENGのロングGKはJリーグ、 ESPおよび ITAなどのロングGK

の59---77%に対してもいずれも顕著に有意 (P<0.001)に大であり、ロングGKの出現回数

が多く特徴的と言えよう。さらに l回当りの所要時間では、 OOENGのショート GKは14.4秒

であり、 Jリーグ、 ESPおよび ITAなどのショート GKの12.4---15.2秒などとは有意差は

みられなかった。しかし、ロングGKの24.1秒はESPの24.6秒とは同じであったが、 JPN

の22.1秒および ITAの21.1秒などに対して 2---3秒と長く顕著に有意 (Pく0.001)に大で

あった。 OOENGのGKでは、そのほとんど9割はロングGKであり、ボールをゴールエリア

内にセットし、キックのための助走に時間を費していたためと推察されよう。

以上のことから、 OOENGのTHおよびGKでは、ルール改正「フ。レーの再開を遅らせるこ

とは警告となる違反J25.26)およびマルチボール方式22、23)などの影響を見受けられないものと

考えられよう。

Tab1e 3 Required Time開 rAction of GK 

short GKM国 n(s土mSD.) 1mg GK toMl 
n pmetrch(%)n m附tch (%)恥m(S±配SD.)nm問trch(%) 恥an(S±配SD.) 

96J 恥o2lnsltd e 422M718 412 • 871 (11322 501 •• 705 11i 111 344 •• 660 土土土436 • 971 1 674918 1 461. 901 (11 個7794••• 305)i} 222 222 011 ;±士土455 • 581 11 880 808 11 088.. 808 (11 l1l o同ooo -.-000)1) 221009 • 651 土土土665 • 5 51 1 | 

97・98ESP 恥o2l1sl1de t 1775923471.067{{{444211...005))1111455 •• 126±±土 555...3152110119721515...406(((455791...050)11222445...061土±±665...7263118786151899...363({(llloooooo---OOO)))222001...805土±土777...2751 | 

99ITA冊102lns1de t 362747 421 • 853 (11221963 4.-81 111 111 231 •• 843 ±土土555 232 111 011321 1 416 26 7 l(f877630 962)1) 222011 •• 661 ±±土536 060 211 733887 1 989 • 325 ({(ll1 oo凹oo--0O0 1}} 111999 ••• 201 ±士土416 29 2 1 | 

OOENG 珊10ZIsn1td e 21842 001 • 958 I1{ 1 015 • 257 1 11 11l 345 745 土土土666 221 111 4H195 1 977 1.. 96 但8阪49•• 835}}1 222443 921 土土士565 •• 886 211835363 11890 •• 921 (fi1l1 0o0 0o0 -00011) 222432 •• 424 土±土666 • 053 1 1 | 

アウトオブプレーの l回当りの所要時間の時間区分別生起率では、 OOENGは1位10---20秒

の35%、2位は10秒未満および20---30秒などの27%、4位30秒以上の10%であった。この順位は

ESPおよび ITAなどの様相とほぼ同じであったが、 Jリーグの 1位10秒未満の35%、2位
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10---20秒の32%、3位20-30秒の22%の様相とは異なっていた。要因別では、 OOENGの最も

多い10-20秒にTHは48%と約1/2であり、 Jリーグの32%およびITAの34%などに対して多

くそれぞれ顕著に有意 (Pく0.001)に大で特徴的といえよう。 GKでは、 20---30秒にOOENG

は65% と 2/3~~で、あり、 J リーグの54% (Pく0.05)、ESPおよび ITAなどの47%(Pく0.001)

に対して多くそれぞれ有意に大であった。これら THおよびGKなどは先述のように l回当り

の所要時聞が長いものと考えられよう。

V 要約およびまとめ

1999/2000年イングランド・プレミアサッカーリーグ (OOENG)の15試合を収録したVTR

から、サッカー試合中のインプレーとアウトオププレ一時間の比率およびアウトオブプレーの

要因別出現回数・所要時間とその比率などを検討した。結果は以下の通りである。

① ロスタイムを除いた試合時間90分におけるインプレーとアウトオププレーの 1試合当り

平均時間(比率)では、 OOENGは52分12秒 (58.0%)対37分48秒 (42.0%)である。

② インプレーの l試合当りの出現回数および l回当りの持続時間では、 OOENGは124回、

25.3秒である。

③ アウトオブプレーの l試合当りの出現回数および 1回当りの所要時間では、 OOENGは

133回、 17.1秒である。

④ アウトオププレーの 1試合当りの要因別出現回数の比率では、 OOENGは比率の高いもの

から}II頁にTH41 % (55回)、 FK26% (34回)、 GK14% (19回)、 oT H10% (14回)、 CK

9 % (12回)であり、 THの増大 (P<0.001)がみられる。

⑤ アウトオププレーの l試合当りの要因別所要時間では、 OOENGの最も長いのはFKの10

分00秒、次いでTHの9分11秒、 GKの7分25秒、さらにOTHの6分52秒であり、最も短

いのはCKの4分20秒である。

⑥ アウトオブプレーの要因別 I回当りの所要時間では、 OOENGは所要時間の長いものから

順にoT H30.6秒、 GK23.4秒、 CK22. 2秒、 FK17. 7秒、さらにTHlO.1秒であり、 TH

は l秒の増大 (Pく0.001)、GKも3-4秒の増大 (Pく0.001)がみられる。

⑦ アウトオブプレ}の時間区分別の生起率では、 OOENGの最も多いのは10-20秒の35%、

次いで、10秒未満および20---30秒などの27%であり、最も少ないのは30秒以上の10%である。

本研究の一部は平成12年度帝塚山大学人間環境科学研究所研究費補助金により行われた。
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